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この音が出、音と情とが一致して曲ができあがる。ただし、必ず読書し世の中のことを考え、優雅な立ち居振る舞いを身につけることができて始めて、古人の情に適うことができる。そうして高山を弾じればその高い境地を得ることができ、秋水を鼓すれば の幽遠な境地を得ることができ、それらを一体化することであらゆる曲を弾じることができ ようになる。あ 世俗 塵の曇りが心にまとわりつき睡眠している連中は趣きが古とは遠くかけ離れている。【解説】竹田は、形(表面的技術)よりもその中味(情)の重要さを強調したようだ。例えば「俗間専尚三絃。急絃繁手、悉喜其音、而不顧詞意如何。蓋唐詩巳然。白楽天詩云、古人唱歌兼唱情。今人唱歌只唱声。近日画家多崇形似、市不知風韻何物。蓋宋人亦同。欧文忠詩云、.古画画意不画形。梅詩詠物無隠情」(『竹田函論|山中 鶴舌訳解』笠間書院、二
O
五 頁 ) と き 守 門 ノ 。

































ののアイデアが浮かばない。ある日、外から帰ると、息子の粛が画を描いていた。見ると、先生が下さった紙である。叱って、・:や て自分の画とした。粛は潰末な部分を描いただけである(わずかに礎のみ?)。最近、粛は先生に教えを請うて、しばらく経った 今、こ画をもって:・(名利の光(ほまれ)?)とすれば、先生はお笑いなさるだろうか、失望なさるだろうか。失笑を買うことができるだろう?この笑い(一笑図?)で先生の笑いを誘うことができれば本望である。そこで君子一笑図を作って、小詩をつけて進呈した 詩にいう。
竹はなんと荻に似ていることか犬はなんと羊に似ていることか先生がご覧になって笑いを開くことができれば老いぼれの画が報われるというもの(?)【解説】竹の下に犬を描き、「笑」の字に見立てた「一笑図」は確立
した画題であったが、この図は、息 粛が絡む画の経緯を背景に、秦先生(君子)の失笑を買えれば本望だという謙遜の意を込め、「君子一笑図」と名付けられているのであろう。「君子一笑」は「故書之為将来君子一笑(そこで記録して後世 君子の笑い草とするごというような文句で、エピソードを綴った後に言われ 決まり文句である。
印「畑雲供養」
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